
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

日本産科婦人科学会雑誌　AcTA 　OBST　GYNAEc　JPN　Vo1，40，
　No ．5，

　pp，665− 668， 1988（昭63， 5月）

診　　療

In　Utero　Fetal　Resuscitation

一
子宮内温生食水注入 の 効果

一

　　　 　　 　 横須賀共 済病院 産婦人 科

天野　　完　　植野　信 水　　木島　郁子

加藤　良樹　 憎 田　良平

　 In　Utero　Fetal　Resuscitation
Ethcacy　of 　Saline　Amnioinfusion一

　　　　　　　 Kan 　AMANo
，
　Nobumi 　UENo

，
　Ikuko　KIJIMA

，

　　　　　　　　　Yoshiki　KATo 　and 　Ryohei　MAsuDA

1）ePartment （ゾ 0ろ∫彦召擁 cs　and 　Gyne　co　togy， ｝
’
okosuka 　Kyosai　Hospitnl

，
　K αnagawa

Key　words ： Fetal　distress・Fetal　resuscitation ・ Amnioinfusion

　　　　　　　　　 緒　 　言

　胎児心拍数 モ ニ タ リ ソ グ が 胎児仮死 の 早期診断

を可能 と し，児の 予後改善に 大 きく寄与し て い る

こ とは明 らかで ， 今や産科臨床で は 不可欠の 手段

とな つ て い る．胎児心拍数図上 hypoxiaを示 唆す

る所見が得られ た場合に は 急速遂娩を考慮する こ

とに な るが
， 児娩 出に 至 る ま で に 可能 な限 り子宮

内環境 の 是正 を試 み ， 心拍数所見の 改善を 図る ご

とは 児に と つ て 極め て 意義 の あ る こ と と思 わ れ

る，そ こ で in　utero 　resuscitation とし て の 子宮内

温生食水注入 （arnnioinfusion ）の 効果 に つ い て若

干の検討を加えた ．

　　　　　　　　　 方　　法

　最近 2年間 の 分娩時胎児仮死の 頻度を検討す る

と ともに ，膀帯 因子 に 起 因す る と思わ れ る vari・

able 　deceleration（VD ）出現例 で
， 母 体酸素投与，

体位変換，子宮収縮抑制で も改善効果の み られ な

い 症例 ea　amnioinfusion を試 み t そ の 効果を 児 の

予後 ，
プ ラ ＝ メ

ー
タ に よ る deceleration面積比 か

ら検討 し た ．なお amnioinfusion は子宮内圧測定

用の オ ープ ソ ＝ ソ ドカ テ
ー

テ ル よ り37℃ の 温生食

水 を deceleration改善効果がみ られる まで 20mV

min ，前後 の 速度 で 注入 し た ．

　　　　　　　　　 結　　果

　1．分娩時胎児仮死 の 頻度 （表 1 ）

　分娩時 の 胎児心拍数図上 い わ ゆ る pathological

な所見は 1，067例 中91例 ， 8．5％に み られ ， み られ

な か つ た症例 に 比 べ て 羊水混濁 の 頻度 に 差は み ら

れな か つ たが，低 ア プ ガ ーx コ ア ，SFD が有意に

高頻度に み られた ．pathological な所見の み られ

た 91例中20例 ， 22，0％に 急速遂娩 を行 い （20例 中

11例，55％が 帝切）， 6 例 ， 30％が胎盤，臍帯因子

に起因す る急性胎児仮死 と考え られた ．

　2．amnioinfusion の 効果 （表 2）

　amnioinfusion を 行つ た 5症例 中 4 症例で 明 ら

表 1 分娩 時 pathological　FHR 所見 の 有 無 と低 ア

　 プ ガ
ー

ス コ ァ，SFD ，羊 水混濁 の 頻度

pathological

FHR 所見
Apgar ≦ 7 SFD 羊 水混濁

　 あ り＃

（n ；91，8．5％）
一岫齟．．7一P一一．一「τ．一一一−「
　 な し

（n ＝976，91，5％）

15（16，5％）
判

「p’一一一．一冂r一岫一幽匿

28（2．9％）
察 L

15（16．5％）
＊2

罰〒凵一．．一．7r雫．幽一一「

35（3．6％）
ホ2

18（19．8％）

匿r一幽一一．．π一一r一一．−

130（133 ％）

　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　
＊ 1・！ ；p〈 0，001

＃急速 遂娩　2G19L　 22，0％
（帝切 11／20，55．0％）

＃且斉帯，　胎盤異常 　　6120，　30，0％

（羅婚鷺驫瀞
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つ
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表 2　 Amnioinfusion施 行例 の 分娩 予後

症　　　例 週数 FHR 所 見 分娩様式 児体重 〔9） ApgarUApH

  子 宮内感 染 26tachycard
圭a

LOV ，　sev ．　VDNSD
9302 ／47 ．197

II 前期破 水 27LOV ，　sev ．　VDassistbreech1 ，13  6／97 ．237

  妊娠 中毒 薺 36LOV ，　sev ，　VDNSD1 ，8007 ／97 ．202
　 　 甲状腺機 能亢進症
 　 　 前期破 水

36 　 　 LOV
probnged 　dece． CS 1，8807 ／107 ，257

  選 択的 分娩 誘発 39sev ．　VD NSD3 ，3601  ／107 ，295

○ ：FHR 所見改善 例 4／5，80％

sev ．　VD ；severe 　variable 　deceleratien
LOV ；loss　of 　variability

NSD ；normal 　spontaneous 　delivery

CS ；C『section

か に decelerationの 改善効果が み られ ，そ の うち

3例 は経腟分娩 が可能 で あつ た ．26週 ， 前期破水

の 症例 1 は ア プ ガ ー
ス コ ア 2／4，臍 帯動脈 血 pH

7．197で あ つ た が
， 他は ア プ ガ ー

ス コ ア ，膀帯動脈

血 pH か らも amnioinfusion の 効果が うか がわ れ

た ．なお 分娩第II期で amnioinfusion を試 みた 27

週 ， 骨盤位 の 症例 IIで は deceleration改善効果は

み られ なか つ た．

　 3．プ ラ ニ メ
ー

タ 値 か ら み た amnioinfusion の

効果 （図 1）

　amnioinfusion 前後 30分間で の プ ラ ニ メ 冖
タ に

よ る deceleration面積比 の 検討 で は，　 prolonged

decelerationの 出現 した 症例 IV（図 2）で は ， 約250

ml の 温生食水注 入で decelerationは 完全 に 消失

し ， VD の 出現 した症例 1，　 III（図 3 ）で は 約500

ml の 注入 で VD がほぼ消失 した ．

　　　　　　　　　 考　　案

　胎盤 の ガ ス 交換不 全や 臍帯循環障害 に 基づ く胎

児 hypox圭a に よ り胎児 PO2が critical 　level以下

となれぽ 次第 に metabolic 　acidosis に 進行 し ， 不

可逆的 な中枢神経後障害を ひ ぎ起 こす こ と に もな

る の で hypoxiaの 早期診断 ， 治療が児の 長期予後

か ら も極 め て 重要 とな る．ル
ーチ ン に 分娩時に 胎

児心拍数モ ニ タ リ ン グを行 うこ とに よ つ て子宮内

胎児死亡 を回避す る の み な らず，新生 児仮死 の 頻

度を も減少 し得 る こ と
s）は ，胎児 hypoxia の 早期

診断 ， 対応が可 能とな つ た結果 と思わ れる．

　胎児 hypoxia の 際に は ，心，脳，副腎など重要

十 50％

0

一50％

　 　 　 　 　 　 　 　 Ovarlable 　 dece

　 　 　 　 　 　 　 　 Obradycafdia
症 例 II　　 （breech）

V

III1

　 pre 　 　 　 saline 　 　 　 300m1 　 　 　 500mi
　 infus トon 　 　 15DmI

　 　 　 　 　 　 　 　 　 Amn 匚OlnfUSIon

図 1　 ブ ラ ；メ
ー

タ 値 か らみ た amnioinfusion の 効

　果 （deceleration面積 の 比較）

欝鑑灘鑾鑾纓
図 2　症例IV の FHR 所見．前 期 破 水 16時間 後 の 所見

　で variability の 減少，　prolonged　deceleration　tlミ散

　発的に 出現 し た た め 酸素投 与， 体位変換 に 引続 き

　amnioinfusion を 行 い decelerationの 改 善 を 待 つ

　 て 帝切 と し た．

図 3　症例 IIIの FHR 所見．　 variability の 減少，　 vari ・

　 able 　decelerationの 持続 が み られた た め ，　amnioin ・

　fusionを 行つ た ．　amnioinfusion に よ り羊水 pocket

　の 増大に 伴つ て decelerationが 消失 し た ．
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臓器 へ の 血 流再分配と い つ た 循環動態の 変化と と

もに ，
chemoreceptor ，　 baroreceptorを 介 して

，

ある い は心筋の 抑制な どか ら様 々 な心拍数 パ タ ー

ソ の 変化を生ずる こ とに な り ， 中枢神経系 の 抑制

を示 唆す る variability の 消失や late　 decelera−

tion の 出現，ある い は bradycardiaへ の 移行は ，

速や か な児娩 出を考慮す る alarm 　sign と考 え ら

れ て い る ．し か し なが ら こ の よ うな分娩時 の い わ

ゆ る pathologicalな 心拍数所見は 必 ず し も胎 児

hypoxia／acidosis を示 唆す る もの と は 限 らず，産

科麻酔時
「）mp，

　 low　risk 妊娠で あつ て も母体低血

圧 ， 子宮過収縮時の
一

過性 の 絨毛間血流減少 に 伴

つ て 出現す る こ ともある．今回 の 検討で も patho −

logicalな所見が 出現しなが ら，急速遂娩 を必要 と

し た 症例 は 22％で あつ た ．急速 遂娩が 必要 か否 か

に つ い て は scalp 　sampling に よ る pH 測定が 望

ま し い も の の ， 実際に は 心拍数所見の 慎重な読 み

で 充分対応 で ぎる もの と考 え られ て い る．い ずれ

に し て も pathologicalな所見が 出現 し た際 に は，

その原因を追求 し つ つ
，
in　utero 　resuscitation と

し て 母 体酸素投与 ， 体位変換な どで 子宮内環境を

是正 し，心拍数所見の 改善 を図 る こ と は ，心拍 出

量 を心拍数に 依存す る胎児に とつ て は都合の よ い

こ と に な る．さらに 胎児に とつ て は 負荷的 stress

となる 子宮収縮を 積極 的 に 抑制 す る こ と も効果

的 4）6）
で あ り， 最近 で は 子宮胎盤血 流増加 や 胎児心

筋 の 収縮 力増強 作用 を期待 し て theophyllineの

投与を行 うと い う報告
2）もあ る．分娩経過 中の 心

拍数変化の なか で も， 臍帯動静脈 の 種 々 の 程度の

圧迫 に よ つ て 出現 す る VD は 必ず し も児の 抑制

を 示唆す る もの で は な い が ， 高度 VD や varia −

bility減少例 ，
　atypical 　VD で は 児 の 抑制を示唆す

る pathologica1な所見 と考え られ て い る
5）
．

　 Miyazaki　et　al．7〕は conventiona1 な方法で 改善

し な い VD ，
　 prolonged　deceleration出現例 に 対

して 内測 カ テ
ーテ ル に 連結 した装置に よ り10〜15

ml ／min ．で 温生 食水を注入 し，
　VD 出現例 で 68％，

prolonged　deceleration出現例で 86％に ， そ れぞ

れ 平均注入 量245ml ，375ml で 改善効果 を認 め た

と報告 し て い る．また Nageotte 　et　al．8，は preterm

前期破水例 に 予防的 に amnioinfusion を試み ，
コ

ソ ト P 一
ル 群 に 比べ て VD の 程度，出現頻度が有

意 に 減 少 した こ とを報 告 し て お り ， 膀帯動脈血

pH の 値か ら も子宮内温 生食水注入 効果が うか が

わ れ て い る ．今 回 の わ れわ れ の検討で も 5 例 中 4

例 で 明 らか に 温生 食水 注 入後 ， 羊水 pocket は 増

大 し ， decelerationの 消失あ るい は 軽減 効果 を認

め
， 3例 は 経腟分娩可能で あつ た ．27週 の 骨盤位

の 症例 IIで は分娩第 II期に 約250mlの 温生食水注

入を試み たが改善傾向は な く，む しろ増悪傾 向を

み た後経腟分娩 とな つ た．お そ ら くは 骨盤位 の た

め 緕帯が stretch し た 状態で
， 単 に 羊水 量 負荷に

よ る臍帯圧迫緩和で は改善 し得なか つ た もの と思

わ れ る，

　 Miyazaki 　et　aL η は 800m1 以上 の 注入 に よ つ て

も改善 の み られな か つ た 11例中 5例 は low　 lying

placenta で あつ た とし て お り， 胎盤 ・臍帯位置 に

加 え ， 胎児位置 ， 分娩時期，注入量，注入 ス ピ ー

ド，1eakageの 程 度 な ど に よ つ て も amnioin −

fusionの 効果 は一定で は な い もの と思わ れ る．と

こ ろ で 今回 の 注入生食水温度 は 37℃ とした が，低

温 で は 臍帯胎 盤循環 の vasoconstriction に よ る

胎 児 hypertension→ baroreflex　decelerationの

可能性 もある こ とか ら，生理的 な羊水温度 に 近い

こ とが望ま しい ．注入溶液 も羊水組成 に 近似 し た

もの で ， さ ら に 今後抗生剤や人工 サ ーフ ァ ク タ ン

トなど の 混入 も考慮 し得 るか も しれ な い ．い ずれ

に し て も現時点で は
，
Wharton 　jellyが脆弱で 容

易 に 臍 帯 血 管 が 圧 迫 さ れ や す い IUGR や

oligoamnios ， 前期破 水な どの 症例 で ，と くに膀帯

因子 に 起 因す る と思わ れ る decelerationが出 現

し，conventiona1 な方法 で は 改善傾 向の み られな

い 場 合 に は ，帝切準備 の うえ で の amnioinfusion

が in　utero 　 resuscitation とし て 意義 ある方法 と

思わ れ る．

　　　　　　　　　 文　　献

　 1．天 野 　完，西 島正 博，新井正 夫 ：局麻剤が 胎児心

　 　 拍数 ・新生児 neurobehavior に 及 ぼす影響．日産

　 　 婦 言志，　37：2291，1985．

　 2．一條 元 彦，潮 田悦男，辻　祥雄，小 坂 井秀 宣 ， 久

　 　 　間 正 幸，島本郁子 ：Theophylline に よ る intra−

　 　 　uterine 　fetal　resuscitation の 試み ．産婦 の 実際 ，

　 　 　35 ： 1507
，
1986．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

668 In　Utero　Fetal　 Resuscitation 日産婦誌40巻 5号

3．増田 良平 ， 源 田 辰 雄 ，
根 本荘

一，加 藤良樹，天 野

　　完 ；分娩 時 routine 　FHR 　monitoring の 検 討．日

　 産婦 神奈川 地方部会誌，23 ： 21，1986．

4．、4恋偽 ，F．’　 Intrauterine　resuscitation 　with 　ter・

　 butaline： Amethod 　 for　 the　 rnanagement 　 of

　 acute 　intrapartum　fetal　distress．　Am ，　J，　Obstet，
　　GynecoL，工31：39，1978．
5．Krebs，　 H ．K ．，　 Petrs，　 R．E．　 and 　Dt｛nn ，　 L．f，：

　 Intrapartum　　fetal　heart　 rate 　　rnonitorin9

　　
− Atypical　 variable 　decelerations．　Am ．　J．　 Ob・

　 stet ．　GynecoL，145 ： 297，1983．
6，Lipshit2，／．　and 　Ktose，　C．曜 ’　Use　of 　tocolytic

　　drugs　to　reverse 　oxytocin ・induced　uterine

　 hypertonus　and 　fetal　distress．　Obstet，　Gynecol ．
，

　 66 ：16S
，
1985，

7．Miya2aki，　F ．S．　 and 　 Taylor．　N ．A ．’ Saline　 am −

　 nioinfusion 　for　relief 　 of 　variable 　or 　pro｝onged

　 decelerations．　Am ．」，　Obstet．　Gynecoi．，146 ：67 ，
　 1983．

8．Nageotte，　M ．P ．，　Freeman ，　R ，K ．，　Gθ癬 召，　T．／．　and

　 Dorchester．　 既 ：　Prophylactic　三ntrapartum

　 amnioinfusion 　 in　 patients　 with 　 preterm 　 pre−

　 mature 　rupture 　of 　melnbranes ．　Am ，　J，　Obstet，
　 Gynecol．，153：557，1985，
　　　　　　　　　　（No．6325　 昭 63・2 ・2受 付 ）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


